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２００３年３月期　中間決算説明会２００３年３月期　中間決算説明会

　● 業績の状況

　● 経営方針の推進状況

　● 主要開発品の状況　　　

杏林製薬株式会社杏林製薬株式会社

２００２年１１月１５日
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２００３年３月期 中間決算概観（連結）

　売上面では､海外売上高がＢＭＳ社のテクイン過剰在庫問題により前年を大きく下回りましたが、

６月のガチフロ錠の上市、キプレス錠の続伸などにより、国内の医療用医薬品売上高が拡大し、

連結売上高は３１８億円（前年比８.８％増）の増収となりました。

　利益面では、経常利益４９億円（前年比２４.３％増）、当中間純利益１５億円（前年比７８.５％増）の

増益となりました。

　通期（２００３年３月期）では、連結売上高７１９億円(前年比１５.２％増)、連結経常利益１４３億円

（前年比１７.１％増）､連結当期純利益５４億円（前年比３１.２％増）を見込んでおります。

　売上面では､海外売上高がＢＭＳ社のテクイン過剰在庫問題により前年を大きく下回りましたが、

６月のガチフロ錠の上市、キプレス錠の続伸などにより、国内の医療用医薬品売上高が拡大し、

連結売上高は３１８億円（前年比８.８％増）の増収となりました。

　利益面では、経常利益４９億円（前年比２４.３％増）、当中間純利益１５億円（前年比７８.５％増）の

増益となりました。

　通期（２００３年３月期）では、連結売上高７１９億円(前年比１５.２％増)、連結経常利益１４３億円

（前年比１７.１％増）､連結当期純利益５４億円（前年比３１.２％増）を見込んでおります。

――１.０１5.9％１３５,０１７１２７,４８３１１９,２４９総資産

―

６２.６６円

５,４００

１４,３００

１４,３００

７１,９００

０３年３月期

見込み

―１.０１3.1％１０３,２２８１００,１０７９８,５２２株主資本

31.2％――※１８.０５円１５.１４円１７.１１円ＥＰＳ

31.2％１.１８78.5％１,５５５８７１９８５当期利益

17.1％１.０６24.3％４,９０４３,９４６３,７７８経常利益

19.6％１.０１25.4％４,８０６３,８３１３,５１８営業利益

15.2％１.０２8.8％３１,８７８２９,２９３２６,２１０売上高

前年比連単倍率前年比０３年３月中間期０２年３月中間期０１年３月中間期

１※２００１年１１月２０日付けをもって額面普通株式１株を１.５株に分割
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２００３年３月期　中間業績の状況（単体）

　　

＜当中間期のポイント＞　　　
■　売上高 ３１,１６４百万円　　 （＋２５億円）

　＜国内医療用＞２６,２１２百万円（＋５１億円）
　＝プラス要因＝
　　　　　　　　　　　前期実績　当期実績
　新　薬：・ガチフロ上市　　０　→　１９（＋１９）
　　　　　　　　　　　　　　　　＊杏林売上のみ
　　　　　・キプレス続伸　１７　→　２５（＋　８）
　　　　　・その他　　　　１１　→　４２（＋３１）
　　　　（その他のプラス要因）
　　　　　＊大日本製薬へのガチフロ売上及び契約一時金収入
　＝マイナス要因＝
　＊薬価改定に伴う仕切価の低下（薬価改定率８.２％）
　主要既存品計　　　　　１８３　→　１７６（▲７）
　　　　・アプレース　　　２１　→　　１８（▲３）
　　　　・ロカルトロール　１９　→　　１６（▲３）
　
　＜海外医療用＞３,１９１百万円　（▲２８億円）
　　　　・ガチフロ　　　　４８　→　１９（▲２９）
　＊ＢＭＳ社の過剰在庫によりガチフロキサシンの輸出大幅減
　＜その他＞　　　　　　　　　　 （＋２億円）
　　　・ミルトン 　　 　１４　 → １６（＋２）

■　営業利益 　４,７３９百万円　　 （＋１０億円）
　　・営業利益率は１５.２％と２.０ポイント上昇
　　原価率は･･･２.０ポイント低下（31.9％→29.9％）
　　販管費率は･･･前年比±０（54.9％→54.9％）

■　当期利益 　１,３１９百万円　　 （＋５億円）
　　・投資有価証券評価損（約３億円）
　　・退職給付債務の償却（約１６億円）※３年償却最終年

■　配当　７円５０銭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：百万円

１,３１９

４,６２６

４,７３９

１,７５９

３,１９１

２６,２１２

３１,１６４

０３年３月中間期

（実績）

８６７

３,８７４

３,７８８

１,５９５

５,９８４

２１,１１６

２８,６９５

０２年３月中間期

（実績）

当期利益

経常利益

営業利益

その他

海 外 医 療 用

国 内 医 療 用

売上高

２



ＫＹＯＲＩＮ２００３年３月期　業績の見込み（単体）

　　　　　＜通期のポイント＞
■　売上高 ７０,６００百万円　 　　（＋９５億円）
　＜国内医療用＞５９,５００百万円（＋１３９億円）
　＝プラス要因＝
　　　　　　　　　　前期実績　当期実績
　新　薬：・ガチフロ上市　　０　→　８５（＋８５）
　　　　　　＊杏林売上のみ
　　　　　・キプレス続伸　３１　→　７１（＋４０）
　　　　　・その他　　　　３２　→　４９（＋１７）
　　　　（その他プラス要因）
　　　　　＊大日本製薬へのガチフロ売上及び契約一時金収入　
　＝マイナス要因＝
　　＊薬価改定に伴う仕切価が低下（薬価改定率８.２％）
　主要既存品計　　　　　３９３　→３９０（▲３）
　　　　　・バクシダ－ル　１７　→　１０（▲７）
　　　　　・アプレース　　４３　→　３４（▲９）
　　　　　（ケタス75→85：＋10、ペンタサ45→54：＋9）　　

　＜海外医療用＞７,５００百万円　（▲４６億円）
　　　　　・ガチフロ　　　９８　→　４６（▲５２）
　＊ＢＭＳ社の過剰在庫でガチフロキサシンの輸出大幅減
　＜その他＞　　　　　　　　　　 （＋　２億円）

　　　　・ミルトン 　　２９　→ ３１（＋２）

■ 営業利益 　１４,３００百万円　　（＋２４億円）
　　・営業利益率は２０.３％と０.９ポイント上昇
　　原価率、販管費率ともに低下を見込む
　　原価率低下要因：ガチフロ効果　国内上市による本格生産、
　　　　　　　　　　中間体コストの低減
　　販管費率低下要因：研究開発費・新薬上市に伴う販売費は
　　　　　　　　　　　増加するも売上増で吸収
　　　　　　　　　　　その他コストの管理強化

■　当期利益 　５,２００百万円　 　（＋１４億円）
　　・退職給付債務の償却（約３１億円）　※３年償却最終年

■　配当　１５円００銭（年間：増配）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：百万円

５,２００

１４,０００

１４,３００

３,６００

７,５００

５９,５００

７０,６００

０３年３月期

（見込み）

３,７８５

１１,８１６

１１,８６５

３,３７８

１２,１２７

４５,６２６

６１,１３１

０２年３月期

（実績）

当期利益

経常利益

営業利益

その他

海 外 医 療 用

国 内 医 療 用

売上高

３
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上市　 　 上市　 　　ＰｈⅡ／Ⅲ　　　　　　　　　　 導出検討中
　（１９９９年１２月）　　　（現在ＰｈⅢ）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

米国
　

ＢＭＳ社

その他上市国：チリ　
欧州

グリュネンタール社

錠剤は大日本製薬と
併売
（１ブランド２チャネル）

　申請中　　　　 ＰｈⅠ　　　 上市後　　　　　千寿製薬　 準備中

( ２００２年度　　　　　　　　　　着手予定　　　　　　ＰｈⅢ　　　　　　　　　
上期上市予定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２００２年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請予定）

日本
　

杏林製薬

提携　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　上　市　予　定

　 錠剤　　　 注射　　　小児適応　　　 点眼　　　　 点耳

地域
（販売企業）

承　認

０２年６月

上市

千寿製薬

PhⅢ
０２年度

申請予定

アラガン社
０２年５月申請

０３年上期上市

予定

　＜発売国・地域＞
　メキシコ、プエルトリコ、米国、ブラジル、アルゼンチン、タイ、シンガポール、オーストラリア、フィリピン、南アフリカ、カナダ、
　インドネシア、グァム、チリ、ドイツ、ベトナム、マレーシア、ニュージーランド、エジプト、日本　　　　　　　　　　　計：２０ヶ国

主要製品の状況（１）ガチフロキサシン：全体像

ドイツ上市
０１年１１月

ＰｈⅡ／Ⅲ

ＢＭＳはシェリング・プラウ
とのコ・プロモーションを
本年９月に解消

４
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主要製品の状況（１）ガチフロキサシン：海外の状況①ＢＭＳ社

１．ＢＭＳ社のテクイン販売状況（現状）
　　① 実需ベース ：１－６月の売上高は前年比１８.２％増、処方箋枚数は前年比１．６％増となっている
　　② ＢＭＳ社売上高 ：１－６月の実績は$６４MMと前年比 ５０％減となっている
　　③過剰在庫問題 ：・ＢＭＳ社報告により過剰在庫は約＄１００MMと判明、 本年内に解消すると推測
　　　　　　　　　　　　　　・下期よりバルク発注が再開予定
　　④ラベリング変更の影響度：「ラベリング変更を問題と捉えている医師は少ない」と報告を受けているが若干の　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影響はあると推測（ラベリング変更後新規処方箋枚数が減少→詳細は調査中）

２．中間実績及び通期見込み　＊年度：BMS社は１－１２月、杏林は４－３月
　
　　　　　　　　　　　　 ２０００年　　 ２００１年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０３年３月期
　　　　　　　　　　　　 　 実　績　　　　実　績　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（見込み）

ＢＭＳ社売上（上期）　 　４２　　 　１２７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６４

　（＄MM）　　（通期） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

杏林売上　　 (上期）　 　２０　　　　　４８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９

　（億円）　　（通期）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．９月２５日業績予想修正説明会以降の動き
①シェリングプラウ社とのコ・プロモーション解消：業績予想はＢＭＳ社単独での販売を想定し、本件折込み済
②テクインの処方箋・売上動向：テクインの３Ｑ実需（新規処方箋枚数；前年比２３％減　売上高；前年比１３％減　出典：IMS）

【ＢＭＳ社の見解】 第３Ｑの２３％減少は主にＧＰ層のみ。ＨＰ市場では現在２２％上昇しており全体的には横バイと見ている。

　　　（１‐３Ｑ　新規処方箋枚数；４ .８％減　売上９.１％増　出典：IMS）

【杏林の見解】当社としてはラベリング変更等の影響やＢＭＳのモチベーション等も含め今後の動向を注意深く見ていく。

③効能・効果の追加：皮膚科領域の適応症追加

④バルクの発注：確定発注あり　

テクイン実需
＄２２０MM/年

過剰在庫
　＄１００MM 

　５５ 　　　９８

１３１　　　３２０

４６

１２０

５



ＫＹＯＲＩＮ

主要製品の状況（１）ガチフロキサシン：海外の状況②アラガン社

＜米国におけるガチフロキサシン点眼液の開発状況＞

６

＝開発の経緯＝

２０００年８月：米国アラガン社とガチフロキサシン点眼液のライセンス契約締結

２００２年５月：ＦＤＡに申請

２００３年上期：承認予定

＜米国における抗菌点眼液の市場動向＞

オフロキサシン（アラガン）－９０億円

シプロキサシン（アルコン）－１００億　

クイクシン（参天）
　＊レボフロキサシン製剤

アミノグリコシド系薬剤

・・・・

・世界屈指の点眼剤メーカー
であるアラガン社による販売

・オフロキサシンの特許切れ
（０３年９月）

ピーク時：現地売り

１００億円以上を期待

日本
３００億円

米国
４００億円

欧州
１００億円

日・米・欧の抗菌点眼剤市場

２００１年度

出典：杏林製薬
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１．２００３年３月中間期実績及び２００３年３月期見込み

　０３．３中間期（見込み）　実績　　０３．３期（見込み）

　　　　　　２０億円　　　　１９億円　　　　８５億円　　　　　＊２００２年６月１１日発売

２．２００３年３月期上期の状況

　１）上期は基盤固めに取組む
　　　・上期は面拡重視の方針のもと納入軒数は、当初計画２６，０００軒を上回る約３３,０００軒を確保

　２）売上高は当初計画をショート（２００２年５月発表　上期：４６億円）
　　　・５００錠包装 中心から１００錠包装中心の展開をした

　　　・夏場感染症患者数は予想を下回った

３．２００３年３月期下期の対応

　＜計画達成の根拠＞

　　①面から個（施設シェアの拡大）への行動シフトによる売上拡大
　　　・冬場１.５倍に増加するＲＴＩ市場をメインに処方獲得を目指す
　　　・当初計画以上に納入したＧＰ層の回転促進を図る
　　＊GP層での納入軒数は確保され基盤は構築（上期）　
　　　　　⇒　下期：全納入軒数の約２０％に行動を集中しコア先として育成、ＧＰ層の８０％実績を確保する

　　②ＨＰ層ターゲット先の早期納入と実績化
　　　・ターゲット先採用率４０％（上期）→７０％（第３四半期）を達成し、専門医の育成とGP層への波及効果を図る
　　　・大学病院の採用率は８８％（上期）

７

主要製品の状況（１）ガチフロキサシン：国内の状況
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０２．３期 ０２．９期 ０３．３期

１．２００３年３月中間期実績及び２００３年３月期見込み

　０２．３実績（中間期）　（通期）　　　　　　　　　　０３．３中間期（見込み）　実績　　０３．３期（見込み）

　　　　　　　　１７億円　　３１億円　　　　　　　　　　　　　　　２６億円　　　　　　２５億円　　　７１億円
　

２．２００３年３月期上期の状況
　①ＨＰ層での使用量計画達成度にやや遅れはあるもののＬＴ拮抗剤市場でのシェアは順調に

　　伸長している
②今期のＬＴ拮抗剤市場でのシェア目標である１７％獲得を目指す

８

主要製品の状況（２）キプレス：上期の状況

ＬＴ拮抗剤市場とキプレスのシェア

（目標）

８％ １２％ １７％

Ｌ
Ｔ
拮
抗
剤
市
場

キプレス

シェア

約３８０億円 約４００億円

約４３０～

　４５０億円
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＜２００３年３月期下期の対応　＝マーケティング戦略＝＞
①長期処方許可による処方症例数の獲得！
　＊発売後１年が経過し９月より長期処方が可能　

　　　　　　　　　　→　目標処方症例数 ９０,０００症例 の早期達成に取組む

②ＬＴ拮抗剤競合品の有用性比較による積極的切り替え
③専門医へのコール回数アップ
　専門医勉強会の定例化とセミナー継続開催
　＊ＨＰ層での勉強会定例化とＧＰ層を中心としたセミナーを継続的に実施し認知度向上を図る

主要製品の状況（２）キプレス：下期の展開

4.6 4.7 4.5

5.7

7.1

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

目標 ４－６月平均 ７月 ８月 ９月 10月
0

2

4

6

8処方症例数・売上推移

順調に処方症例数を伸
ばしてきたが、９月の長
期処方により、特にＨＰ
層での処方症例数の獲
得が加速した。

９

７５,０００

億 円症 例

売上高推移：億円

処方症例数の推移

９０,０００

４８,５００ ５０,８００ ４７,８００

６１,１００

注：売上高は薬価ベース

出典：杏林製薬
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１．２００３年３月中間期実績及び２００３年３月期見込み

　０２．３実績（中間期）　（通期）　　　　　　　　　０３．３中間期（見込み）　　実績　　０３．３期（見込み）

　　　　　　　　３７億円　７５億円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６億円　　３６億円　　　　８５億円
　
２．２００３年３月期上期の状況
（１）月平均納入軒数は約１０％増加

（２）薬価改定▲９．４％により売上高は前年並み

【理由】 ① 医師の処方離れによる市場の縮小　

　　　　　②カラン、ニバジール処方症例獲得のため

　　　　　　　 のプロモーションを早期展開できなかった

　　　　　③ 新薬上市によるコール回数の不足

３．２００３年３月期下期の対応

　＜マーケティング戦略＞
　（１）専門医、高需要先等への徹底したターゲットマーケティング展開

　　　＊学術グループにおける講演会・説明会の開催（全国７０件）

　（２）卸店施策　：　インセンティブと卸ＭＳとＭＲの協働強化（スーパーＭＳ（＊1）導入検討による販売強化）

　（３）慢性期脳梗塞治療ガイドラインへ(＊2)の組み込み（１２月）をバネにプロモーションを強化

＊１）卸店に所属するＭＳでありながら、特定製薬企業の主要製品を専属的にプロモーションする契約を結んだセールス。

＊２）ガイドラインとは：医師が適切な治療を行えるよう病気の種類別に、標準的な適切な治療法をまとめた文書。現在、各疾患に
　おいて学会の専門医により作成が進められている。 １０

主要製品の状況（３）ケタス：上期状況と下期対応

9 , 7 0 7
1 0 , 6 8 1

1 1 , 9 8 9

0

3 , 0 0 0

6 , 0 0 0

9 , 0 0 0

1 2 , 0 0 0

' 0 1 年 3 月 期 ' 0 2 年 3 月 期 ' 0 2 年 9 月 期

ケタス月平均納入軒数（ GP層）

（１‐３月） （１‐３月） （４‐９月）

１２％

ＵＰ
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トピックス：ＫＲＰ－２９７開発状況

（３）開発ステージ

（２）インスリン抵抗性改善剤市場

（１）ＫＲＰ－２９７の概要　
　薬効：グリタゾン系インスリン抵抗性改善剤
　特性：①ＰＰＡＲα、γのデュアルアゴニストである
　　　　 ②インスリン抵抗性改善作用と糖尿病に伴う脂質代謝異常にも効果を示す
　提携：１９９９年９月米国メルク社に導出、開発および製剤・販売権を供与
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北米におけるコ・プロモーション、欧州におけるコ・マーケティングの権利は留保）

単位：億円

１＄＝１２０円換算

出典：杏林製薬

　　　　　　　１９９９年　　　２０００年　　 ２００１年　　

　全世界　 　１,１００　 　１,７３０　　 　２,４００

　米国　　　　１,０００　　　　１,６００　　　　２,２００
　日 本 　７０　 　６０ 　 　８０
　欧州他　　　　 ３０　　　　　　７０　　　　　　１２０

１９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 　　２００４年～０５年

メルク社
ＰｈⅠ

ＰｈⅡａ
ＰｈⅢを年内開始（予定）４Ｑ

杏林製薬 ＰｈⅠ
ＰｈⅡａ開始

２Ｑ
ＰｈⅡｂ

３Ｑ

１Ｑ ３Ｑ

１１

　　　　　　　　　１９９９年　　　２０００年　　 ２００１年　　

　全世界　　７,７００　 　１０,１００　　１２,３００

　米国　　　　３,７００　　　５,７００　　　７,３００
　日 本 １,３００ 　１,６００　　 １,８００
　欧州他　 ２,７００　　　２,８００ 　　３,２００

参考資料　抗糖尿病薬　市場合計
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中期経営計画：キョーリンMIC計画の進捗度

新しいキョーリン像「ＦＭ領域において国際的な創薬力を有する新薬開発型企業」

に向けて２００１年度（２００２年３月期）ＭＩＣ－’０５計画をスタート

７０年の伝統ある

　 キョーリン

破壊

ＭＩＣ-’０２
進化

ＭＩＣ-’０５

新しいキョーリン

　スピードあるスリムな

　　　　企業基盤

キョーリンＭＩＣ計画
マーケティング（Marketing）、革新（Innovation）、挑戦（Challenge）をキーワード

とし、将来につながる企業基盤の構築と活力ある企業風土を創造

キョーリンＭＩＣ計画
マーケティング（Marketing）、革新（Innovation）、挑戦（Challenge）をキーワード

とし、将来につながる企業基盤の構築と活力ある企業風土を創造

ＭＩＣ－’０２計画 目標値
売上高　　　　　　６５０億円

経常利益率　　　　　２５％

ROE　　　　　　　　　　７％

ＭＩＣ－’０２計画 目標値
売上高　　　　　　６５０億円

経常利益率　　　　　２５％

ROE　　　　　　　　　　７％

販管費比率　　　　４６％
ＭＩＣ－’０５計画 目標値
Ｒ＆Ｄ費　：　　　　１５０億円

売上高　 ：　　　１０００億円

経常利益率　　　　　　２５％

人員　　　　　　　　 １７００名

１人当り生産性　 約６０００万円／年

ＭＩＣ－’０５計画 目標値
Ｒ＆Ｄ費　：　　　　１５０億円

売上高　 ：　　　１０００億円

経常利益率　　　　　　２５％

人員　　　　　　　　 １７００名

１人当り生産性　 約６０００万円／年

１２
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300

500

700

900

1100

上場後の業績推移（単体）

キョーリンＭＩＣ－’０２計画　1999年3月期～ 2003年3月期

キョーリンＭＩＣ－’０５計画　2002年3月期～ 2006年3月期億円

国内医療用
　医薬品売上高

海外売上高

その他

１８

４８

３９３

３２

６９

４１４

３１

８６

４２８

３３

１２１

４５６

３６

７５

５９５

４５９億円

５１５億円
５４６億円

６１１億円

１０００億円

1999年4月8日
　東証二部上場

2000年3月1日
　東証一部へ指定

99年3月期 00年3月期 01年3月期 02年3月期 06年3月期
（MIC-’05目標値）

03年3月期
（見込み）

７０６億円

８００

１５０

５０

６５０億円

１３

Ｍ
Ｉ
Ｃ
‐
０
２
計
画
目
標
値

薬価改定

（業界平均９.７％）

　　薬価改定

（業界平均７.０％）

　　薬価改定

（業界平均６.３％）

０３．３期は業績予想の下方修正を実施したが、
ＭＩＣ－０２計画の目標値を上回る見込み
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　２００３年３月期　経営方針推進状況　

　＜基本方針＞

＜基本項目＞

１４

「進化と創造：新たな企業価値の創出」

－ 勝機をつかもう！－

１．創薬研究基盤の拡充と新薬開発の加速化

２．薬価ダウンを吸収し、大型新薬による大飛躍を目指す
　　ＦＣ戦略の推進

３．パイプラインのさらなる強化と海外基盤の育成

４．効率経営の徹底
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チームワーク
コミュニケーション

ねばり
やる気

１．創薬研究基盤の拡充と新薬開発の加速化
（１）リード探索基盤の強化に向けた創薬研究ネットワークの更なる拡充　

最先端研究機関

キョーリンキョーリン スコットランド研究所スコットランド研究所

日・米・欧 バイオベンチャー

プロティオス研究所プロティオス研究所（日）（日）

杏林製薬創薬研究所杏林製薬創薬研究所杏林製薬創薬研究所
重点領域　：　感染症、免疫・アレルギー、

　　　　　　　　　代謝性疾患
コアコンピタンスと強み

重点領域　：　感染症、免疫・アレルギー、重点領域　：　感染症、免疫・アレルギー、

　　　　　　　　　代謝性疾患　　　　　　　　　代謝性疾患
コアコンピタンスと強みコアコンピタンスと強み

日清キョーリン製薬

創薬研究所創薬研究所

日・米・欧 バイオベンチャーへの投資

日　本日　本 米米 欧欧

検討中検討中

サテライト研究所

アレルギー領域

ベンチャー企業

ゲノム創薬研究所ゲノム創薬研究所（日）（日）

免疫領域

感染症領域

その他

ＳＣバイオキャピタル

BHBHファンドファンド

合成技術

Medicinal
Chemistry

体内動態
（ADME）

Tox

薬効薬理
Animal

Pharmacology
（分子設計・分子遺伝）

＜Kyorin Knowlegde＞

※重点領域における専門家とのコンタクト、

精度の高い関連情報収集力と分析力に強み

※重点領域における専門家とのコンタクト、※重点領域における専門家とのコンタクト、

精度の高い関連情報収集力と分析力に強み精度の高い関連情報収集力と分析力に強み

ターゲットの特定 　　　　リード探索 　　　　　　リード化合物最適化
　ＰＯＣ
　テーマ

強化・拡充

２テーマ
　／年間

代謝性疾患

ＡｃｔｉｖＸ（米）ＡｃｔｉｖＸ（米） 代謝性疾患

１５

ＮＥＷ

ＮＥＷ
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１６

２．薬価ダウンを吸収し、大型新薬による
　　　　　　　　　大飛躍を目指すＦＣ戦略の推進

１．ＦＣ戦略の推進
　①ＦＣ３科医師（６０,０００名）への面談率とコール回数の状況

　　　ＦＣ医師面談率　

　　　指標：１００％ ⇒ 実績　７８.８％（前年比＋８.５％）

　　　ＦＣ医師コール回数（月平均）

　　　指標：５８,０００回 ⇒ 約５６,０００回（前年比＋１３.７％）　

　

　②ＦＣ３科医師の処方率
　　　ＦＣ処方率

　　　指標：ＨＰ層８５％ ⇒ 実績：ＨＰ層７８％（前年比＋１ポイント）

　　　　　　ＧＰ層７０％　　　　 ＧＰ層７４％（前年比＋７ポイント）

　　

２．上市後のＥＢＭ、ＰｈⅢｂへの取り組み
　ムコダインＤＳの小児適応拡大（２００２年冬承認見込み）
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Kyorin　Ｅｕｒｏｐｅ　ＧｍｂＨ の設立（３月業務開始）　
業務内容　・他社技術の評価及び提携、ライセンスの調査・分析・交渉　　　　
　　　 　　　・医薬品研究開発及び薬事・医療行政に関する情報の収集・分析
　　　　　　　・ヨーロッパにおける臨床試験に関する業務
　　　　　　　・その他杏林製薬支援業務

国内外の業務提携強化・共同開発の推進

ＫＲＰ－１９７、ガチフロ点耳、Ｎ－５９８４ＫＲＰ－１９７、ガチフロ点耳、Ｎ－５９８４

ＦＣ領域の製品ラインナップ強化ＦＣ領域の製品ラインナップ強化

海外導出・共同開発検討中

クロスライセンスによる導入（大日本製薬、アラガン、佐藤製薬）
呼吸器、耳鼻科、泌尿器科領域の製品補完
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完成品導入／共同開発）

１７

　３．パイプラインの更なる強化と海外基盤の育成

２）海外基盤の育成

キョーリン本社

Ｋｙｏｒｉｎ　ＵＳＡＫｙｏｒｉｎ　Ｅｕｒｏｐｅ

日・米・欧　３拠点設立

１）パイプラインの強化とアライアンスの推進

ＦＣ領域外製品の販売強化ＦＣ領域外製品の販売強化 コ･プロモ－ション、コ･マーケティングの検討
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１８

　４．効率経営の徹底

１,６９５人１,６７１人１,８８７人人員数

ＭＩＣ計画開始

２３．５％

７６．５％

０２年９月末

２９．７％

７０．３％

９８年３月末

２４．５％間接人員比率

７５．５％直接人員比率

０２年３月末　　

１．コストダウンへの取組み
　　＝原価率３０％の堅持＝

　・品目整理（今年度７品目、来年度以降４品目を計画し推進中）

　　製造委託（今年度２品目実施予定、来年度以降注射剤を中心に数品目実施予定）を検討

　・包装の自動化を推進

　・ダブルソースによる中間体コストの低減

２．一層の間接部門の効率化、スリム化
　・ ＩＴ化による内勤業務の効率化：
　　　　　営業所の内勤者０名体制の推進⇒内勤者の希望退職実施（約３０名）
　・ ワークフローの拡充

　　　＝直間比率の推移＝
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マルホと共同開発
日本初のネイルラッカー製剤。自社爪 白 癬 治 療 剤

ぺキロン

ネイルラッカー
ＰｈⅡ

○ 剤 形 追 加
○ 用法・用量の変更
＊万有製薬と共同開発

小児（１歳～５歳）用の新規製剤メルク社気 管 支 喘 息
治 療 剤

モンテルカストＰｈⅡ

強力な５-HＴ１B/1D作動薬｡片頭痛発現後の
投与において速やかに効果を発現する。再
発例に対しても改善効果を示す

日清キョーリン製薬が単独で申請
＊日清製粉グループ 日清ファルマと
　共同開発

＊日清製粉グループ 日清ファルマと
　共同開発

選択性の高い β３受容体作動薬｡高血糖
及び耐糖能、高インスリン血症を改善する
と共に血漿中TG、FFAを低下させる。

日 清 製 粉
糖 尿 病 治 療 剤

抗 肥 満 剤
Ｎ－５９８４

（錠）
ＰｈⅠ

剤 形 追 加自社合成抗菌剤ガチフロ注ＰｈⅠ

＜ 海 外 ＞
米国メルク社に導出（ 99年9月）
＜ 国 内 ＞
＊万有製薬と共同開発

インスリン抵抗性改善作用と糖尿病に伴う
脂質代謝異常にも効果。

自社糖 尿 病 治 療 剤
ＫＲＰ－２９７

（錠）
＊ＰｈⅡ

＜海 外 ＞
英国においてＰｈⅠ終了（ＣＲＯ活用）
＜ 国 内 ＞
＊小野薬品工業と共同開発･販売

抗コリン作用が強く、口渇等の副作用軽減
が期待される。

自社
尿 失 禁 治 療 剤

ＫＲＰ－１９７
（錠）

ＰｈⅡ

日本国内における開発は万有製薬が
実施し、杏林製薬が承認申請

独 占 的 販 売 権 を 杏 林 製 薬 が 取 得

メルク社片 頭 痛 治 療 剤
マクサルト錠

マクサルトウエハース錠
申　請

(０１年11月)

５－ＨＴ3と５－ＨＴ4拮抗作用を併せ持つ。日 清 製 粉制 吐 剤
Ｎ－３３８９

（錠）

申　請

(０２年２月)

備　考特　徴起　源薬　効製品名・開発コード開 発 段 階

１９

開発品一覧①　（２００２年９月３０日現在）
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その他の開発品（一部変更承認）

○処方変更　○小児適用
＜ 成 人 用 ＞
＊２００１年７月６日薬価収載

半溶解型製剤で服用しやすく、また小児
にも好まれるピーチ味の製剤自 社 開 発気 道 粘 液 調 整

粘 膜 正 常 化 剤
ムコダインＤＳ申　請

（０１年１２月）

備　考特　徴起　源薬　効製品名・開発コード開 発 段 階

導出品の状況

自 社合 成 抗 菌 剤ＰｈⅡ／Ⅲグリュネンタール社
ガチフロキサシン

注 射 剤

導
　
出
　
製
　
品

合 成 抗 菌 剤

日本、中国、韓国、台湾を除く全世界における

研究開発及び販売権を供与自 社糖 尿 病 治 療 剤
　ＰｈⅡｂ

（米国）
メルク社ＫＲＰ－２９７

日本における開発、製剤及び販売権を供与ＰｈⅢ（国内）千 寿 製 薬

日本、中国、韓国、台湾を除く全世界における

開発、製剤及び販売権を供与
自 社

＊ 申 請 中

（２００２年５月）
アラガン社

ガチフロキサシン

点 眼 液

備　　考起　源薬　効開 発 段 階導 出 先製品名・開発コード

２０

開発品一覧②　（２００２年９月３０日現在）
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１．ビストナー事業ファンドの状況
　　・設 立　 　 ２０００年９月
　　・出資額　　 ５０億円（既出資計画　２０億円　出資額 １１億円）
　　・対象領域　 「医薬品関連」「医療関連」「介護関連」「健康関連」

・殺菌消毒剤（食肉用等）
・ウイルス性肝炎、関節リウマチ等の治療薬開発　　２

・ 化 粧 品 ／ 健 康 食 品 通 信 販 売 　 　

・ 汚 水 処 理 用 各 種 担 体 の 事 業 化

・証券会社（中国の漢方、健食等の情報強化）

・ 農 業 用 資 材 ／ 農 産 物 流 通 事 業

・ 食 品 素 材 開 発

・スキンケア用品開発／販売（２社）

７

・有機汚泥処理システム（介護用トイレなど）の事業化

・介護施設の運営・コンサルタント　

・介護ヘルパー用等ＡＳＰソフト開発／販売
３

・訪問歯科診療の管理・運営
・ Ｃ 型 肝 炎 の 温 熱 治 療 装 置 ･ 治 療 法 の 開 発
・ 非 浸 襲 的 医 療 機 器 の 開 発
・ レ ー ザ ー に よ る 近 視 治 療 の 事 業 化 　

・ 医 学 文 献 ／ 医 療 情 報 等 の ネ ッ ト ワ ー ク 配 信 サ ー ビ ス　　　　　

５

投 資 先 の 事 業 内 容投 資 件 数

＜ 健 康 領 域 ＞
食品
化粧品など

＜ 介 護 領 域 ＞
施設経営　　在宅介護
関連製品など

＜ 医 療 領 域 ＞
代替医療　再生医療
ＩＴなど

＜ 医 薬 品 領 域 ＞
ゲノム創薬など

領　　域

投資案件　　

２１

新規事業の拡充　－新しい事業開発の現状－

合計１７件投資



ＫＹＯＲＩＮ

２００３年３月期　中間決算概要

財務諸表の概況



ＫＹＯＲＩＮ

損益計算書の概要（１）

＜単体＞

4.2%52.1%４５２１，３１９3.0%８６７当期純利益

8.6%39.2%７５８２，６９３6.7%１，９３５税引き前当期利益

0.1%

6.3%

△14.3%

△0.6%

△５

△１０

３１

１，９６５

0.1%

6.9%

３６

１，９７６

　特別利益

　特別損失

14.8%19.4%７５２４，６２６13.5%３，８７４経常利益　

0.6%

1.0%

6.6%

205.0%

１２

２１０

２００

３１３

0.7%

0.4%

１８８

１０２

　営業外収益

　営業外費用

25.1%

8.7%

6.0%

1.7%

8.6%

増減率増減額

54.9%

10.0%

１，３６６

１７６

１７，１０９

３，１３０

54.9%

10.3%

１５，７４３

２，９５４

　販売費及び一般管理費

　うち研究開発費

15.2%９５０４，７３９13.2%３，７８８営業利益

31.9%

100.0%

売上高

構成比

対前年
実　　績

売上高

構成比
実　　績

９，１６３ 29.9%１５１９，３１５　売上原価

100.0%２，４６８３１，１６４２８，６９５売上高

２００３年３月期 中間２００２年３月期中間

（単位：百万円）

２２
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損益計算書の概要（２）

■ 営業利益　　　　　　　　　４，７３９百万円　（＋１０億円増）

　●営業利益率１３．２％　→１５．２％（＋２．０ポイント上昇）

　売上原価率及び販管費率の低減により２．０ポイント上昇

■経常利益　　　　　　　　　４，６２６百万円　（＋８億円増）

　●経常利益率　１３．５％ → １４．８％　（＋１．３ポイント上昇）

　【営業外収益】　１２百万円増

　　

　【営業外費用】　２１０百万円増

　　製・商品の除却損の発生　

■当期純利益　　　　　　　　１，３１９百万円　（＋５億円増）

　【特別損失】

　　退職給付債務の償却　１，５９０百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　（２００１年３月期より償却；最終年）

　　有価証券評価損　３５５百万円

■ 売上原価 　　　　　　　　９，３１５百万円　（＋２億円増）

　 ●売上原価率　３１．９％　→２９．９％　（▲２．０ポイント）

　【プラス要因】

　　ガチフロキサシン効果　

　【上昇要因】

　　薬価改定に伴う仕切価の低下（薬価改定率８．２％）

■ 販管費　　　　　　　　　１７，１０９百万円（＋１４億円増）

　●販管費率　５４．９％　→５４．９％（±０）

　【販管費増加要因】

　　ガチフロ上市による販売費の増加

　　希望退職に伴う退職加算の発生、人件費自然増

　　研究開発費の増加　　　　　　３，１３０百万円（＋２億増）

　　＊新薬開発及び創薬研究強化に伴う研究開発費の増加

　【販管費率低下要因】

　　売上高増加とその他コストの管理強化

　　

２３
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貸借対照表の概要（１）

100.0%６，８６７１３３，６９６100.0%１２６，８２９資産合計

26.6%

73.4%

構成比 構成比前年増減額実　　績実　　績

３３，６９４
１３，８５０
７，０２０

１２，８２３

32.9%１０，２６３４３，９５７
１５，３７６
５，９７０

２２，６１１

固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他

67.1%△３，３９６８９，７３８
５２，１５８

４３９
１８，５５５
１，９０６

１１，１６２
５，５１５

９３，１３５
６０，０４９

４８２
１８，３３１
３，３９９
８，１６３
２，７０８

流動資産
　現金及び預金
　受取手形
　売掛金
　有価証券
　棚卸資産
　その他流動資産

２００３年３月期 中間２００２年３月期 中間
（単位：百万円）

＜単体＞

■流動資産　（３,３９６百万円減）

　　・現金及び預金の減少　　　　（７ ,８９１百万円減）

　　・受取手形、売掛金の増加　（　１８１百万円増）

　　・棚卸資産の増加　　　　　　　（２,９９８百万円増）

■固定資産　（１０,２６３百万円増）

　　・有形固定資産の増加 　　　（１,５２６百万円増）

　　・無形固定資産の減少　　　　（１,０５０百万円減）

　　　＊ミルトンの減価償却など

　　・投資その他　　　　　　　　　　（９,７８７百万円増）
２４
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貸借対照表の概要（２）

＜単体＞

12.4%４，２８６１６，５５４9.7%１２，２６７固 定 負 債

3.2%

0.7%
73.2%

△0.2%
△0.4%

４，３１７

９４９
９７，８７９

△２６９
△５２２

2.9%
1.3%
0.7%

74.0%

△0.2%

３，６２３
１，６４２

９０５
９３，８６１

△２４３

　資本金
　資本準備金
　利益準備金
　その他の剰余金
　資本剰余金
　利益剰余金
　有価証券評価差額金
　自己株式

76.5%２，５６３１０２，３５５78.7%９９，７９１資 本 合 計

100.0％６，８６７１３３，６９６100.0％１２６，８２９総 資 産 合 計

21.3%

11.6%

構 成 比 構 成 比対 前 年 増 減 額実　　績実　　績

２７，０３８ 23.5%４，３０３３１，３４１負 債 合 計

11.1%１６１４，７８７

９６５

２，８２５

１０，９９６

１４，７７０

１，０３６

４，６９６

９，０３７

流 動 負 債

　支払手形

　買掛金

　その他

２００３年３月期 中 間２００２年３月期 中 間
（単位：百万円）

■ 流動負債　　（１６百万円増）　

　　・支払手形、買掛金の減少　（１,９４２百万円減）

　　・その他　　　　　　　　　　　　（１,９５８百万円増）

■ 固定負債　　（４,２８６百万円増）

２５
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前 同 比実　績

１，２９６

４２７

２，５６４

９８年９月期

１，４３５

３４３

２，６１６

９９年９月期

１，３１２

１，０９９

２，７９５

００年９月期

１，５１８

９５０

２，９５４

０１年９月期

３，５００

５，３００

７，３００

０３年３月期

（見込み）

5.2%１,５９７減 価 償 却 費

157.7%２,４４８設備投資（計上ベース）

6.0%３,１３０研 究 開 発 費

０２年９月期

＜設備投資の状況（実績／計画）＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０２年３月期　　　　　　　０３年３月期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績　　　　　　　中間実績　　　通期計画　　　

（実績）

新製品製造設備・製造機械設備（各工場） ８億円

社宅・寮新築（能代工場） 　　　　　　 ４億円

（計画）

キロラボ設備化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４億円　１０億円

新製品製造設備・製造機械設備（各工場）　　　　　　 １４億円 ２６億円

管理・販売設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３億円　１０億円

支店社屋新築（仙台）など支店社屋関係　　　　　　　　　３億円 　 ５億円　　　

（単位：百万円）

２６

研究開発・設備投資･減価償却の状況



前 年 増 減 額前 同 比売 上 比実 績売 上 比実 績

８７１

△９２２

２，０５８

２，００７

３６

１，９７６

３，９４６

２１４

９８

３，８３１

１５，８４７

（２，９５４）

１９，６７９

９，６１３

２９，２９３

０１年９月期

3.0%

△3.2%

7.0%

6.9%

0.1%

6.7%

13.5%

0.7%

0.3%

13.1%

54.1%

(10.1%）

67.2%

32.8%

100.0%

６８４78.5%4.9%１，５５５中 間 純 利 益

△３９２―4.1%△１，３１５法 人 税 等 調 整 額

６６４32.3%8.5%２，７２２　法人税・住民税

　　　　　　および事業税

９５６47.6%9.3%２，９６３税引き前当期利益

△１２

△１０

△35.0%

△0.6%

0.1%

6.2%

２３

１，９６５

　特別利益

　特別損失

９５８24.3%15.4%４，９０４経 常 利 益　

１１０

１２７

51.8%

129.5%

1.0%

0.7%

３２４

２２６

　営業外収益

　営業外費用

９７５25.4%15.1%４，８０６営 業 利 益

１，３７５

１７６

8.7%

(6.0%)

54.0%

（9.8%)

１７，２２２

（３，１３０）

販売費及び一般管理費

（うち研究費）

２，３５０11.9%69.1%２２，０２９売 上 総 利 益

２３５2.4%30.9%９，８４８　売上原価

２，５８５8.8%100.0%３１，８７８売 上 高

０２年９月期

損益計算書の概要：連結

＜連結＞ （単位：百万円）

＜当期のポイント＞

＜適応範囲及び持分法の適用について＞
連結子会社５社：（株)杏文堂　（株）ビストナー　．
　　　　　　　　ビストナー壱号投資事業有限責任組合
　　　　　　　　 Kyorin USA、Inc　Kyorin Europe GmbH
持分法適応会社２社：日清キョーリン製薬（株）
　　　　　　　　　　　　　　　日本理化学薬品（株)

　　　　　　　　 ０１／９　　０２／９　　（億円）

■売上高 ２９３　　　３１９

（医薬品事業）　 　　　　２８７　　　３１２　（＋２５）　
　　　　　　　　

＜医療用医薬品：国内＞　　２１１　　　２６２ （＋５１）
　＝製品別売上＝　　　　　
　　ムコダイン　　　　　　　７６　　　　７４
　　バクシダール　　　　　　　８　　　　　６
　　ケタス　　　　　　　　　３７　　　　３６
　　アプレース　　　　　　　２１　　　　１８
　　ロカルトロール　　　　　１９　　　　１６
　　ペンタサ　　　　　　　　２２　　　　２６
　　キプレス　　　　　　　　１７　　　　２５
　　ガチフロ　　　　　　　　　０　　　　１９
　
＜医療用医薬品：海外＞　　 ６０　　　　３２　（－２８）
　　ノルフロキサシン　　　　１０　　　　　８
　　ガチフロキサシン　　　　４８　　　　１９

＜医薬品事業のその他＞　　　１６　　　　１８　（＋　２）
　うち　ミルトン　　　　　　１４　　　　１６

（その他事業）　　　　　　　　６　　　　　７　（＋　１）
＊販売促進・広告の企画制作

２７



損益計算書の概要：単体－①
＜単体＞ （単位：百万円）

＜当期のポイント＞

前 年 増 減 額前 同 比売 上 比実 績売 上 比実 績

１６４10.3%5.6%１，７５９5.6%１，５９５その他

△２，７９３△46.7%10.2%３，１９１20.9%５，９８４海 外 医 療 用

５，０９６24.1%84.1%２６，２１２73.6%２１，１１６国 内 医 療 用

２，４６８8.6%100.0%３１，１６４100.0%２８，６９５売 上 高

０２年９月期０１年９月期

２８

　　

■　売上高３１,１６４百万円　　 （＋２５億円）
　＜国内医療用＞２６,２１２百万円（＋５１億円）
　
＝プラス要因＝
　　　　　　　　　　　　　前期実績　　当期実績
新　薬：・ガチフロ上市　 　０　→　１９（＋１９）
　　　　　　　　　　　　　　　　＊杏林売上のみ
　　　　　・キプレス続伸　　１７　→　２５（＋　８）
　　　　　・その他　　　　　　１１　→　４２（＋３１）
　　　　（その他のプラス要因）
　　　　　＊大日本製薬へのガチフロ売上及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　契約一時金収入

＝マイナス要因＝
　＊薬価改定に伴う仕切価の低下（薬価改定率８.２％）
　主要既存品計　　　　　１８３　→　１７６（▲７）
　　　　・アプレース　　 　２１　→　　１８（▲３）
　　　　・ロカルトロール　 １９　→　　１６（▲３）
　
　＜海外医療用＞３,１９１百万円　（▲２８億円）
　　　　・ガチフロ　　　　　　４８　→　１９（▲２９）
　＊ＢＭＳ社の過剰在庫によりガチフロキサシンの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輸出大幅減
　＜その他＞　　　　　　　　　　 （＋２億円）
　　　・ミルトン　　　　　　１４　→１６（＋２）



ＫＹＯＲＩＮ

損益計算書の概要：単体－②
＜単体＞ （単位：百万円）

＜当期のポイント＞

２９

前 年 増 減 額前 同 比売 上 比実 績売 上 比実 績

４５２52.1%4.2%１，３１９3.0%８６７中 間 純 利 益

△３４８―△4.2%△１，２９７△3.3%△９４９法 人 税 等 調 整 額

６５４32.5%8.6%２，６７１7.0%２，０１６　法人税・住民税

　　　　　および事業税

７５８39.2%8.6%２，６９３6.7%１，９３５税引き前当期利益

△５

△１０

△14.3%

△0.6%

0.1%

6.3%

３１

１，９６５

0.1%

6.9%

３６

１，９７６

　特別利益

　特別損失

７５２19.4%14.8%４，６２６13.5%３，８７４経 常 利 益　

１２

２１０

6.6%

205.0%

0.6%

1.0%

２００

３１３

0.7%

0.4%

１８８

１０２

　営業外収益

　営業外費用

９５０25.1%15.2%４，７３９13.2%３，７８８営 業 利 益

１，３６６

（１７６）

8.7%

（6.0%）

54.9%

10.0%

１７，１０９

（３，１３０）

54.9%

（10.3%）

１５，７４３

（２，９５４）

販売費及び一般管理費

（うち研究費）

２，３１６11.9%70.1%２１，８４８68.1%１９，５３１売 上 総 利 益

１５１1.7%29.9%９，３１５31.9%９，１６３売 上 原 価

０２年９月期０１年９月期

■ 売上原価 　　　　　　　　９，３１５百万円　（＋２億円増）

　●売上原価率　３１．９％　→２９．９％　（▲２．０ポイント）

　【プラス要因】

　　ガチフロキサシン効果　

　【上昇要因】

　　薬価改定に伴う仕切価の低下（薬価改定率８．２％）

■ 販管費　　　　　　　　　１７，１０９百万円（＋１４億円増）

　●販管費率　５４．９％　→５４．９％（±０）

　【販管費増加要因】

　　ガチフロ上市による販売費の増加

　　希望退職に伴う退職加算の発生、人件費自然増

　　研究開発費の増加　　　　　　３，１３０百万円（＋２億増）

　　＊新薬開発及び創薬研究強化に伴う研究開発費の増加

　【販管費率低下要因】

　　売上高増加とその他コストの管理強化

■ 営業利益　　　　　　　　　４，７３９百万円　（＋１０億円増）

　●営業利益率１３．２％　→１５．２％（＋２．０ポイント上昇）

　売上原価率及び販管費率の低減により２．０ポイント上昇

■経常利益　　　　　　　　　４，６２６百万円　（＋８億円増）

　●経常利益率　１３．５％ → １４．８％　（＋１．３ポイント上昇）

　【営業外収益】　１２百万円増

　　

　【営業外費用】　２１０百万円増

　　製・商品の除却損の発生　

■当期純利益　　　　　　　　１，３１９百万円　（＋５億円増）

　【特別損失】

　　退職給付債務の償却　１，５９０百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　（２００１年３月期より償却；最終年）

　　有価証券評価損　３５５百万円



前年増減額構成比実　績構成比実　績

７，５３４100.0%１３５，０１７100.0%１２７，４８３総資産合計

３，１２０76.5%１０３，２２８78.5%１００，１０７資 本 合 計

3.2%

0.7%
73.1%

△0.1%
0.0%

△0.4%

４，３１７

９４９
９８，７２４

△２４４
３

△５２２

2.8%
1.3%

74.6%

△0.2%
0.0%

△0.0%

３，６２３
１，６４２

９５，０５１

△２１９
９

△０

　資本金
　資本準備金
　連結剰余金
　資本剰余金
　利益剰余金
　その他有価証券評価差額金

　為替換算調整勘定
　自己株式

４，４１３23.5%３１，７８９21.5%２７，３７６負 債 合 計

４，２９５12.3%１６，６４３9.7%１２，３４７固 定 負 債

４，４８２
１０，６６４

６，３０６
８，７２２

　支払手形及び買掛金
　その他流動負債

１１８11.2%１５，１４６11.8%１５，０２８流 動 負 債

１５，４２７
５，９７１

２２，２４２

１３，８８７
７，０２０

１２，１６６

　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他

１０，５６６32.3%４３，６４１25.9%３３，０７４固 定 資 産

５３，１０４
１９，５１５

２，０１７
１１，１６５

５，５７２

６０，９０９
１９，１２３

３，４６９
８，２３０
２，６７５

　現金および預金
　受取手形及び売掛金
　有価証券
　棚卸資産
　その他流動資産

△３，０３２67.7%９１，３７６74.1%９４，４０８流 動 資 産

０２年９月期０１年９月期＜連結＞

貸借対照表の概要
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞

３０

■流動資産　（３,０３２百万円減）

　・現金及び預金の減少　（７,８０５百万円減）

　・受取手形、売掛金の増加　（３９２百万円増）

　・棚卸資産の増加　（２,９３５百万円増）

■固定資産　（１０,５６６百万円増）

　・有形固定資産の増加　（１,５３９百万円増）

　・無形固定資産の減少　　（１,０４９百万円減）

　　＊ミルトンの減価償却など

　・投資その他　（１０,０７６百万円増）

■ 流動負債　　（１１８百万円増）　

　・支払手形、買掛金の減少　（１,８２３百万円減）

　・その他　（１,９４１百万円増）

■ 固定負債　　（４,２９５百万円増）



貸借対照表の概要
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞
前年増減額構成比実　績構成比実　績

６，８６７100.0%１３３，６９６100.0%１２６，８２９総資産合計

２，５６３76.5%１０２，３５５78.7%９９，７９１資 本 合 計

3.2%

0.7%
73.2%

△0.2%
△0.4%

４，３１７

９４９
９７，８７９

△２６９
△５２２

2.9%
1.3%
0.7%

74.0%

△0.2%

３，６２３
１，６４２

９０５
９３，８６１

△２４３

　資本金
　資本準備金
　利益準備金
　その他の剰余金
　資本剰余金
　利益剰余金
　その他有価証券評価差額金

　自己株式

４，３０３23.5%３１，３４１21.3%２７，０３８負 債 合 計

４，２８６12.4%１６，５５４9.7%１２，２６７固 定 負 債

９６５
２，８２５

１０，９９６

１，０３６
４，６９６
９，０３７

　支払手形
　買掛金
　その他流動負債

１６11.1%１４，７８７11.6%１４，７７０流 動 負 債

１５，３７６
５，９７０

２２，６１１

１３，８５０
７，０２０

１２，８２３

　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他

１０，２６３32.9%４３，９５７26.6%３３，６９４固 定 資 産

５２，１５８
４３９

１８，５５５
１，９０６

１１，１６２
５，５１５

６０，０４９
４８２

１８，３３１
３，３９９
８，１６３
２，７０８

　現金および預金
　受取手形
　売掛金
　有価証券
　棚卸資産
　その他流動資産

△３，３９６67.1%８９，７３８73.4%９３，１３５流 動 資 産

０２年９月期０１年９月期＜単体＞

■流動資産　（３,３９６百万円減）

　・現金及び預金の減少　（７,８９１百万円減）

　・受取手形、売掛金の増加　（１８１百万円増）

　・棚卸資産の増加　（２,９９８百万円増）

■固定資産　（１０,２６３百万円増）

　・有形固定資産の増加　（１,５２６百万円増）

　・無形固定資産の減少　　（１,０５０百万円減）

　　＊ミルトンの減価償却など

　・投資その他　（９,７８７百万円増）

■ 流動負債　　（１６百万円増）　

　・支払手形、買掛金の減少　（１,９４２百万円減）

　・その他　（１,９５８百万円増）

■ 固定負債　　（４,２８６百万円増）

３１



85.1%

10.6%

１４

４６

７５

３１

５４

３２

３４

８５

１０

１７５

８５

７１

０３年３月期

（見込み）

自 社 品 比 率

海 外 売 上 比 率

ノルフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

ガチフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

海外売上合計

ミルトン
（哺乳ビン・乳首消毒剤）

ペンタサ
（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤）

ロカルトロール
（骨粗鬆症治療剤）

アプレース
（抗潰瘍剤）

ケタス
（気管支喘息・脳血管障害治療剤）

バクシダ―ル
（合成抗菌剤）

ムコダイン
（去痰剤）

ガチフロ（自社販売）
（合成抗菌剤）

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤）

１８△17.3%８１０１１１２

２９5.9%１６１４１４１５

３１44.5%２５１７――

――１９―――

前 同 比実　績

９８△59.5%１９４８２０７

84.0%―83.1%84.0％81.4%82.3%

20.1%―10.2%20.9％14.0%11.5%

１２１△46.7%３１５９３５２６

＊

４５19.3%２６２２１９１５

３８△16.1%１６１９１９１８

４３△18.6%１８２１２３２４

７５△3.9%３６３７３７３３

１７△30.5%６８９１１

１７５△4.2%７４７６７０６６

０２年３月期

（実績)

０２年９月期０１年９月期００年９月期９９年９月期

（単位：億円）製　品　売 上 の 状 況

国
　
内
　
売
　
上

海
外
売
上

３２

Ｏ
Ｔ
Ｃ



　０２年３月期の１株あたりの当期利益は年間期中平均株式数（６７，９９６，６５０株）にて算出しております。　

主な業績項目の推移：連結
＜ 通　　期 ＞ （単位：百万円）

３３

１，３１２

１，０９９

１，７２４人

８２．６％

１．０％

１，７１１円

９８，５２２

１１９，２４９

３，６２３

１７．１１円

９８５

（3.7%)

３，７７８

（14.4%)

３，５１８

(13.4%)

２，７９５

(10.7%)

１４，０１０

(53.5%)

８，６８１

(33.1%)

２６，２１０

（３，５８９）

　００年９月期

９５０

１，７４６人

７８．５％

０．９％

１，７３９円

１００，１０７

１２７，４８３

３，６２３

１５．１４円

８７１

（3.0%）

３，９４６

（13.5%）

３，８３１

（13.1%）

２，９５４

（10.1%）

１５，８４７

（54.1%）

９，６１３

（32.8%）

２９，２９３

（５，９８４）

０１年９月期

１，７３１人１，７５７人人員（人）

３，５００３，２０７１，６０３１，５１８減価償却費

５，３００２，５０７２，４４８設備投資

７６．１％７６．５％株主資本比率 ％

４．１％１．５％株主資本利益率 ％

１，１８７円1，１９７円一株当たり株主資本（円）

１０２，３５６１０３，２２８株主資本

１３４，４７２１３５，０１７総資産

４，３１７４，３１７４，３１７資本金

６２．６６円６０．５５円１８．０５円一株当たり当期利益（円）

５，４００

(7.5%)

４，１１７

（6.6%)

１，５５５

(4.9%)

当期利益

（当期利益率）％

１４，３００

(19.9%)

１２，２１０

（19.6%)

４，９０４

(15.4%)

経常利益

（経常利益率）％

１４，３００

(19.9%)

１１，９５７

(19.2%)

４，８０６

(15.1%)

営業利益

（営業利益率）％

７，３００

（10.2%）

６，０３１

(9.7%）

３，１３０

（9.8%）

うち研究開発費

　（研究開発費率）％

ー３１，１０１

(49.8%)

１７，２２２

(54.0%)

販売費及び一般管理費

（販管費率）％

ー１９，３３６

(31.0%)
９，８４８

（30.9%)

売上原価

（売上原価率）％

７１，９００

（７，５００）

６２，３９５

（１２，１２７）

３１，８７８

（３，１９１）

売上高

（輸出高）

０３年３月期

（見込み）

０２年３月期０２年９月期

＜ 半　　期 ＞



主な業績項目の推移：単体
＜ 通　　期 ＞ （単位：百万円）

　０２年３月期の１株あたりの当期利益は年間期中平均株式数（６７，９９６，６５０株）にて算出しております。　
３４

１，６７１人１，６９５人１，６９２人１，６７９人１，７９８人１，８６７人人員（人）

３，５００３，２０７１，５９７１，５１８１，３１２１，４３５１，２９６減価償却費

５，３００２，５０７２，４４８９５０１，０９９３４３４２７設備投資

７６．２％７６．５％７８．７％８２．９％８４．４％８３．２％株主資本比率 ％

３．８％１．２％０．９％１．０％１．７％０．６％株主資本利益率 ％

１，１７９円1，１８７円１，７３３円１，７０８円１，６６０円１，５７５円一株当たり株主資本（円）

１０１，７０３１０２，３５５９９，７９１９８，３５９９５，５９３９０，７０９株主資本

１３３，４２７１３３，６９６１２６，８２９１１８，６７４１１３，３１７１０８，９８５総資産

４，３１７４，３１７４，３１７３，６２３３，６２３３，６２３３，６２３資本金

６０．３４円５５．６７円１５．３１円１５．０７円１６．４９円２８．０７円８．８０円一株当たり当期利益（円）

５，２００

（7.4%）

３，７８５

（6.2%)

１，３１９

（4.2%）

８６７

（3.0%）

９４９

（3.7%）

１，６１６

（7.0%)

５０６

（2.5%)

当期利益

（当期利益率）％

１４，０００

（19.8%）

１１，８１６

（19.3%)

４，６２６

（14.8%）

３，８７４

（13.5%）

３，７１０

（14.5%）

３，１１８

（13.4%)

１，３７９

(6.8%)

経常利益

（経常利益率）％

１４，３００

（20.3%）

１１，８６５

(19.4%)

４，７３９

（15.2%）

３，７８８

（13.2%）

３，４８８

（13.6%）

２，９９９

(12.9%)

１，４５２

(7.2%)

営業利益

（営業利益率）％

７，３００

（10.3%）

６，０３１

(9.9%)

３，１３０

（10.0%）

２，９５４

(10.3%)

２，７９５

（10.9%）

２，６１６

(11.3%)

２，５６４

(12.6%)

うち研究開発費

　（研究開発費率）％

ー３０，８８９

(50.5%)

１７，１０９

（54.9%）

１５，７４３

（54.9%）

１３，８９７

（54.3%）

１３，１０５

(56.4%)

１２，８０５

（63.1%)

販売費及び一般管理費

（販管費率）％

ー１８，３７６

(30.1%)

９，３１５

（29.9%）

９，１６３

（31.9%）

８，２３４

（32.1%）

７，１３２

(30.7%)

６，０２０

（29.7%)

売上原価

（売上原価率）％

７０，６００

（７，５００）

６１，１３１

（１２，１２７）

３１，１６４

（３，１９１）

２８，６９５

（５，９８４）

２５，６２０

（３，５８９）

２３，２３８

（２，６７９）

２０，２７７

（２，４３１）

売上高

（輸出高）

０３年３月期

（見込み）

０２年３月期０２年９月期０１年９月期００年９月期９９年９月期９８年９月期

＜ 半　　期 ＞


